
330人ほどで、過去20年間の250
人レベルを大きく上回っている。
大きな前進だ。そのほとんどが技
術者たちで、この会社がいかに技
術者集団であるかが分かる。
　どんな地上建造物でもその安全
性は、地下地盤の安全性によって
決まるといっても過言でない。地
下の土質・地質を調べずにダムで
もビルでもつくれない。仕事は地
味でも、また利益率が低くても需
要は絶対になくならない。
　実は、筆者とこの会社との出会
いは古く、初代の瀨古新助氏から
である。その後、二代目の隆三社
長、三代目一郎社長と三代にわた
っての付き合いになる。恐らく筆
者一代で親子三代の企業経営者と
付き合ったケースは他に類例がな
いだろう。
　そもそもの出会いはこうである。
創設一代目の新助社長と、本誌の
名付け親でもある大来佐武郎先生
（大平第２次内閣の外相）は三
重・松阪の出身で、戦前の逓信省
時代には中国でのダム・電力開発
で東大電気学科の大来先生と日大
水利の新助社長が同じ釜のメシを
食べた仲であった。

　筆者と二人の関係は、大来先生
が1978年夏の参議院全国区から
立候補した時に、新助社長に陰に
陽に助けてもらったことから始ま
った。その時、筆者は選挙事務局
長を命ぜられ、カネ集め、票集め
に東奔西走した。そして、その私
を新助社長が支えてくれた。
　初代の新助社長が早くから海外
に目を向けたのも、戦前の大陸で
の経験が根っこにあった。古くは
独自に大来先生の紹介でアジア開
発銀行（ADB）の仕事をアジア
で手掛け、次いでブラジルの上下
水道公社との関係を結び、二代目
隆三社長の時代にブラジルの上下
水道公社と本格的な関係に入って
いる。三代目一郎社長は目下、中
国に子会社を設けて、大陸の大地
にクサビを打ち込む計画である。
特に、四川大地震の研究から斜面
防災（ガケ崩れなど）に力点が置
かれている。

三代俯瞰図

　三代を俯瞰すると、初代の天才
的ヒラメキと抜群の行動力に対し
て、二代目隆三社長はまさに研究
者タイプで、先にも述べたように

多くの技術的特許財産を残してい
る。また、人格は温厚で公益に尽
くすことが多く黄綬褒章、勲四等
瑞宝章などを授与されている。
　初代新助社長と三代目一郎社長
は、一郎氏の東大時代、よく「会
社を大きくすべきか、小さくすべ
きか」を議論した。三代目が「や
はり大きくすべきでしょう」と言
うと、初代は「少数精鋭という方
向もある」という考え方を提示し
たと言う。初代の新助社長には、
周辺に事業を支える重厚な人脈が
形成されていた。だから、事業体
は少数でも企画力、研究力、経営
力などがあれば外部の人脈、ネッ
トワークの力を借りて、大企業な
みの実力を発揮できる。外部の人
脈形成、その重層的なネットワー
クが初代の目指した経営戦略だっ
たのではないだろうか。
　三代目一郎社長は先代たちの
DNAを引き継いでいる。初代の
経営力、二代目の研究心に加え、
技術者を大切にする心を持ってい
る。なんと、三代目は初代からの
累積債務を完済しているから驚き
だ。まさに努力の人である。だか
ら、この会社の未来は明るい。

技術者を救済した学者

　「もの書きになりたい」という
若者は多い。しかし、個人でもの
書きになり生計を立てられる人間
は限られている。特に、修業時代
は食うことに疲労困憊する。『た
けくらべ』の樋口一葉にしろ、
『放浪記』の林芙美子にしろ、貧
乏神にとりつかれていた。
　そこで、もの書き志願者の生計
を助け、彼らの能力を生かしなが
ら彼らを束ねる者が必要になる。
それが出版社である。作家の司馬
遼太郎も若き日、新聞社で実力を
蓄えた。筆者は国際開発ジャーナ
ル社という組織をつくって「書き
たい」という願望を果たしてきた。
　世の中にはいろいろな分野で、
いろいろな技術を探究する人間が
いる。彼らは時に「技術者バカ」
と言われるほど、自分の求める技
術に熱中する。しかし、残念なが
ら「技術者バカ」だけではメシが
食えない。食えないと自分の理想
も実現できない。せっかくの技術
も世のため人のために役立てる手
立てがないと生かされない。こう
した技術者たちに生き甲斐を与え
るのが会社組織である。
　戦後、多くの技術者が母集団の
解散で路頭に迷った。中でも中国

大陸から引き揚げてきた技術者た
ちは食うに困った。誰かがそれら
技術者を束ねて、その優れた技術
を世のために役立てるべく、立ち
上がらなければならなかった。
　その時、大陸でダム開発の仕事
に携わり、戦後、日本大学で教鞭
をとっていた一人の先生が教え子
の技術者たちを救済すべく、彼ら
を束ねる一つの企業体を組織した。
　その中心人物こそ1946年（昭
和21年）に匿名組合中央開発技
術社を立ち上げた瀨古新助氏であ
った。この組織の下で千葉県印旛
沼の開発が進められた。その時の
大義は戦後の食糧難救済であった。
　２年後に本格的な株式会社へ移
行する。実は、わが国開発コンサ
ルタント業界のトップランナーで
ある日本工営の創設者、久保田豊
氏も戦後、多くの技術者救済に乗
り出している。そこに技術者の強
力な団結力を見ることができる。
　中央開発は、地質調査に優れた
技術者たちが結集して、「土と
水」抜きでは語れない歴史を積み
重ねてきた。それから二代目の瀨
古隆三社長を経て、今では三代目
の瀨古一郎社長の時代を迎えてい
る。その著書名でも初代の瀨古新
助氏が「わが人生　土と水」とし、
三代目も同じく土と水をテーマに

「土と水の探究者たち」とした
著書を、創立70周年を迎えた本
年１月に出版している。二代目
の隆三社長は名の知れた研究者
である。発表論文33件、特許と
実用新案17件という研究実績を
会社に残している。

地球の地下に強い企業

　ここで少し会社を紹介してみ
よう。会社は「建設総合コンサ
ルタント」というキャッチフレ
ーズで呼ばれている。得意とす
る分野は主に「土質・地質、土
壌地下水汚染・環境」などの調
査事業。具体的には河川・砂
防・建設環境、ダム、道路・橋
梁・トンネル・鉄道、上下水道、
港湾・空港などの計画設計、調
査などを得意とする。端的に言
うと、あらゆる地上建造物の地
下基盤の構造（土と水の状況）
対策を得意とする技術者集団だ
と言える。
　近年では、地震や台風などの
自然災害への防災技術、土壌や
大深度地下の地盤環境調査技術、
地域コミュニティー形成などの
環境創造技術、GIS（地理情報
システム）、ITなどを駆使した
地盤情報技術などの分析で独自
の道を歩む。現在の社員数は

地球の地下を科学的に探究する企業力
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新コラム「人間万歳！」は、荒木光弥・本誌主幹の感性で綴るロマンチック
街道である。貧しい国々、貧しい人びとを助ける協力には、人間本来のロマ
ンが求められる。それは、開発ロマンかもしれない。

初代社長　瀨古 新助氏 二代目社長　瀨古 隆三氏 三代目社長　瀨古 一郎氏


